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レ
ジ
袋
が
二
〇
二
〇
年
に
有
料
化
さ

れ
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用
す
る
人
が
増
え

て
い
る
。
私
の
周
り
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
代
え
て
マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
い
る
人

を
よ
く
見
か
け
る
。
特
に
大
学
生
な
ど
の

多
く
の
若
い
人
た
ち
は
、
デ
イ
パ
ッ
ク
か

ら
マ
イ
ボ
ト
ル
を
取
り
出
し
、
飲
ん
で
い

る
。
さ
り
気
な
く
使
っ
て
い
る
の
が
カ
ッ

コ
い
い
。
若
い
世
代
で
は
徐
々
に
マ
イ
ボ

ト
ル
生
活
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ

う
。だ

か
ら
と
い
っ
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

利
用
が
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
宅
配
や
持
ち
帰
り
で

食
品
を
買
う
人
が
多
く
な
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
食
品
容
器
が
ご
み
と
な
っ
て

大
量
に
排
出
さ
れ
て
い
る
。
レ
ジ
袋
の
削

減
分
を
凌
ぐ
食
品
容
器
の
急
増
が
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
全
体
を
増
や
し
て
い
る
（
日

本
経
済
新
聞
二
〇
二
〇
年
一
一
月
三
〇
日

六
万
㌧
と
推
計
さ
れ
、
三
〇
位
に
当
た

る
。
ジ
ャ
ン
ベ
ッ
ク
教
授
ら
は
、
適
切
な

ご
み
処
理
な
ど
の
対
策
を
講
じ
な
い
と
二

〇
二
五
年
ま
で
に
一
桁
多
い
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
流
出
す
る
と
警
告
す
る
。

海
に
流
れ
出
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
波

に
も
ま
れ
、紫
外
線
を
浴
び
る
な
ど
し
て
、

断
片
化
し
、
大
き
さ
五
㍉
以
下
の
「
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」（
写
真
―
１
）
と

な
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
量
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
一
定

海
域
の
表
層
を
漂
う
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
採
取
し
た
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と

に
し
た
推
計
値
に
よ
る
と
、
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
は
、
海
に
流
出
し
た
全

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
量
（
推
計
）
の
約
一
％
に

過
ぎ
な
い
。推
計
値
に
よ
る
比
較
の
た
め
、

不
確
実
な
部
分
が
大
き
い
が
、
そ
れ
を
差

し
引
い
て
も
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

量
は
少
な
過
ぎ
る
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
宇
宙
に
お
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海洋プラスチックごみ問題を
検証する

写真−1  横浜市内の海辺で見つ
かったマイクロプラスチック

も
安
価
だ
。
レ
ジ
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
か
ら
自
動
車
や
航
空
機
の
部
品
、
医
療

機
器
・
用
品
と
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
自

動
車
や
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
に
も
合
成
樹
脂

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
が
含
ま
れ
る
。
タ
イ

ヤ
は
路
面
で
摩
擦
を
起
こ
す
と
少
し
ず
つ

だ
が
削
れ
て
い
く
。
タ
イ
ヤ
の
摩
擦
片
は

雨
で
路
面
か
ら
川
へ
流
さ
れ
、
海
に
流
れ

着
く
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
へ
の
流
出
量
に
は

正
確
な
デ
ー
タ
が
な
い
。た
だ
、米
ジ
ョ
ー

ジ
ア
大
学
の
ジ
ェ
ナ
・
ジ
ャ
ン
ベ
ッ
ク
教

授
ら
が
推
計
し
た
デ
ー
タ
は
あ
る
。
二
〇

一
〇
年
に
お
い
て
、
海
岸
線
を
持
つ
一
九

二
か
国
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
二
億
七

五
〇
〇
万
㌧
発
生
し
、
そ
の
う
ち
の
四
八

〇
万
～
一
二
七
〇
万
㌧
が
流
れ
出
た
と
推

計
し
て
い
る
。
流
出
量
（
表
―
１
）
の
多

さ
は
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
が
目
立
つ
。

環
境
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
日
本
は
二
～

朝
刊
社
会
面
）。
不

織
布
の
使
い
捨
て
マ

ス
ク
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
で
、
そ
の
ご
み

も
増
え
て
い
る
の
は

確
実
だ
ろ
う
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

は
合
成
樹
脂
や
そ
の

成
型
品
を
指
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
耐

久
性
が
あ
り
、
し
か

882
322
188
183
159
103
97
94
85
79
63
60
52
49
48
47
46
31
30
28

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

353
129
75
73
64
41
39
37
34
31
25
24
21
19
19
19
18
12
12
11

表－1  海洋プラスチックごみ
排出量、流出量の国別一覧

中　　国
インドネシア
フィリピン
ベトナム
スリランカ
タ　　 イ
エジプト
マレーシア
ナイジェリア
バングラディッシュ
南アフリカ
イ  ン  ド
アルジェリア
ト  ル  コ
パキスタン
ブラジル
ミャンマー
モロッコ
北  朝  鮮
アメリカ合衆国

＊1 排出量は推計量。単位は万トン
＊2 流出量は推計量の最大値。単位は万トン
＊3 ジャンベック博士らの論文をもとに作成
　

順位 国　　名 排出量 流出量
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
を
曝
露
さ
せ
る
実
験
を

行
い
、
小
腸
な
ど
の
消
化
管
か
ら
吸
収
さ

れ
た
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、
リ
ン
パ
系

を
通
し
て
全
身
に
循
環
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
し
た
。

東
京
大
学
の
酒
井
康
行
教
授
ら
は
、
人

間
の
結
腸
が
ん
由
来
の
細
胞
な
ど
を
培
養

し
て
作
製
し
た
臓
器
細
胞
を
使
い
、
人
体

へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
影
響
を
調
べ
て
い

る
。
マ
イ
ク
ロ
サ
イ
ズ
か
ら
ナ
ノ
サ
イ
ズ

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ビ
ー
ズ
の
大
き
さ
の

違
う
三
種
類
を
高
濃
度
で
小
腸
モ
デ
ル
の

細
胞
に
曝
露
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の

ビ
ー
ズ
も
細
胞
を
透
過
し
た
。

酒
井
教
授
は
、
小
腸
の
細
胞
は
リ
ン
パ

系
ま
で
微
小
な
ビ
ー
ズ
を
取
り
込
む
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
今
後
、
小
腸

モ
デ
ル
細
胞
だ
け
で
な
く
肝
臓
モ
デ
ル
細

胞
を
使
っ
た
実
験
を
重
ね
る
な
ど
し
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
ど
の
経
路
を
通
し
て
人

体
に
入
り
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

か
を
解
明
し
た
い
と
し
て
い
る
。

研
究
に
は
時
間
が
か
か
る
。
研
究
成
果

か
ら
人
体
に
悪
影
響
が
あ
る
と
い
う
科
学

的
な
証
拠
が
揃
う
ま
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

汚
染
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
人
間
や
生
物
に
重
大
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
確
定
し
た
段
階
で
対
策
を

と
っ
て
も
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
と

危
惧
す
る
科
学
者
は
少
な
く
な
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
防
止
策
に
つ
い

魚
介
類
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

入
っ
て
い
れ
ば
、
人
間
が
取
り
込
ん
で
い

る
可
能
性
は
高
い
。
人
間
は
、
生
き
る
た

め
に
、
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
水
も
飲
み
、

呼
吸
も
す
る
。
人
間
の
便
か
ら
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
研

究
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
九
年
六
月

に
発
表
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大

学
な
ど
の
研
究
に
よ
る
と
、
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
摂
取
量
は
、
呼
吸
か
ら
が

最
も
多
く
、
魚
介
類
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

が
続
く
と
さ
れ
て
い
る
。
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
同
年
八
月
、
飲
料
水
に
含

ま
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

現
状
の
水
準
な
ら
ば
健
康
リ
ス
ク
に
な
ら

な
い
と
発
表
し
た
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚

染
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
と
付

言
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

人
間
の
体
内
に
“
侵
入
”
し
て
い
る
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
て
い
る
の
か
は
、
科
学
的
に
わ

か
っ
て
い
な
い
。
人
体
へ
の
影
響
を
調
べ

る
た
め
に
人
間
の
実
験
は
で
き
な
い
。
動

物
実
験
は
先
進
国
を
中
心
に
社
会
的
に
厳

し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
少
な
く
と
も
人
間
へ
の
害
の
可
能
性

が
は
っ
き
り
し
な
い
段
階
で
、
動
物
を
安

易
に
利
用
で
き
な
い
。
一
九
九
〇
年
に
な

る
が
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
な
ど
の
研
究
者
ら

は
、
ラ
ッ
ト
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

よ
り
小
さ
な
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
粒
子
（
ナ
ノ

与
え
た
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。一
方
、

影
響
は
な
か
っ
た
と
す
る
結
果
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
そ
の

も
の
が
生
物
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と

い
う
明
確
な
評
価
は
で
き
な
い
。

他
方
、
海
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
Ｐ

Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）、
Ｄ
Ｄ

Ｔ
と
い
っ
た
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
（
Ｐ

Ｏ
Ｐ
ｓ
）
な
ど
の
有
害
化
学
物
質
が
流
れ

込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
有
害
化
学
物
質

は
、
自
然
界
で
は
分
解
さ
れ
に
く
い
上
、

生
物
の
体
内
に
蓄
積
し
や
す
い
。
実
際
、

シ
ャ
チ
や
イ
ル
カ
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
が
高
濃
度

で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

海
で
有
害
化
学
物
質
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
付
着
し
、
そ
の
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
食
べ
、

魚
介
類
が
そ
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
餌
に
す

る
。
こ
の
よ
う
に
食
物
連
鎖
で
魚
介
類
に

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
取
り
込
ま
れ

て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
有

害
化
学
物
質
を
吸
着
さ
せ
た
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
ム
ー
ル
貝
に
曝
露
さ
せ
た

実
験
で
、
そ
れ
が
鰓え
ら

や
消
化
腺
に
取
り
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い

る
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
有
害
化

学
物
質
を
付
着
し
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
、
海
洋
生
物
の
遺
伝
子
レ
ベ
ル

で
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
て
い
る
か
に
つ

い
て
も
、
ム
ー
ル
貝
や
魚
を
使
っ
た
実
験

で
調
べ
ら
れ
て
い
る
。

け
る
「
暗
黒
物
質
」（
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
）

の
よ
う
だ
。「
あ
る
は
ず
な
の
に
見
え
な

い
」
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
な
ど
の
海
洋
生
物
に
誤
っ
て
食

べ
ら
れ
て
フ
ン
に
混
じ
っ
た
り
、
誤
食
し

た
海
洋
生
物
の
死
骸
に
含
ま
れ
た
り
し

て
、
海
底
に
沈
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

海
の
表
層
を
漂
っ
て
い
る
う
ち
に
珪
藻
や

海
洋
生
物
の
死
骸
な
ど
に
絡
ま
っ
て
塊
と

な
り
沈
ん
で
い
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
説
明
は
仮
説
の

域
を
出
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
海
底
に
沈
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
海
底
の
泥
を
調
べ
れ
ば
、
ど
の
く
ら

い
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
沈
ん
で

い
る
の
か
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
海
底

の
泥
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

見
つ
け
よ
う
と
し
て
も
、
膨
大
な
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
死
骸
な
ど
多
様
な
物
質
が
あ

り
、
選
り
分
け
が
難
し
い
。
ま
だ
そ
の
手

法
は
研
究
段
階
だ
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
自
然
界

に
広
が
り
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
ム
ー

ル
貝
、
カ
キ
の
生
体
内
か
ら
見
つ
か
っ
て

い
る
。
太
平
洋
や
北
海
の
魚
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
生
息
す
る
オ
ッ
ト
セ
イ
の
排
泄

物
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
使
っ
た
実
験
で

は
、
生
体
内
に
入
っ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
、
成
長
や
発
達
な
ど
に
影
響
を
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ど
、
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
考
え
て
生
活

し
て
い
け
ば
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
か
な
り
減

ら
せ
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
従
来
の
行
動
を
変
え
る
「
行
動

変
容
」
を
促
す
こ
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
で
求
め
ら
れ
た
「
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
」
へ
の
行
動
転
換
で
示
さ
れ
た

よ
う
に
、
簡
単
で
は
な
い
。
二
〇
一
九
年

五
月
に
公
表
さ
れ
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
回
答
者
の
八

割
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
を
減
ら
す

意
欲
は
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
多
く
が
実

際
に
削
減
す
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
い

な
か
っ
た
。

行
動
変
容
が
難
し
い
な
ら
、
行
動
変
容

と
並
行
し
、
技
術
革
新
に
期
待
す
る
と
い

う
考
え
も
あ
る
。た
と
え
ば
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
自
然
界
で
分
解
す
れ
ば
汚
染
は
抑
制

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」と
称
さ
れ
、

て
、
注
目
す
べ
き
研
究
論
文
二
つ
が
、
二

〇
二
〇
年
九
月
一
八
日
の
科
学
誌
「
サ
イ

エ
ン
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た
。

一
つ
は
ア
メ
リ
カ
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
に
所
属
す
る
研
究
者
ら
が
、 

二
〇

一
六
年
か
ら
二
〇
四
〇
年
ま
で
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
汚
染
に
つ
い
て
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ

に
分
け
て
検
討
し
た
。
そ
の
一
つ
、
何
も

手
を
打
た
な
い
場
合
で
は
、
海
へ
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
流
出
量
は
、
二
〇
四
〇
年
に
二

〇
一
六
年
の
二
・
六
倍
、
ご
み
処
理
場
な

ど
陸
に
残
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
量
は
二
・
八

倍
に
な
る
と
推
計
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
や
再
利
用

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
組
み
合
わ
せ

た
、四
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
検
討
し
た
結
果
、

削
減
や
再
利
用
、
回
収
、
廃
棄
と
い
っ
た

対
応
策
を
総
合
的
に
取
り
入
れ
た
場
合
が

も
っ
と
も
汚
染
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
し

た
。
何
も
手
を
打
た
な
い
場
合
よ
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
、
海
と
陸
を
合
わ
せ

て
七
八
％
減
る
が
、
二
〇
一
六
年
と
比
べ

四
〇
％
減
に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
こ
の
シ

ナ
リ
オ
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
か
ら

廃
棄
ま
で
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
変

革
を
必
要
と
し
、
ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
高

い
。
た
だ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
量
は

大
幅
に
減
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
再
資

源
化
も
進
む
と
み
ら
れ
る
。

二
つ
目
は
、
カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
大
学

の
研
究
者
ら
が
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
三

ン
パ
ス
や
リ
コ
ー
の
事
業
所
で
マ

イ
ボ
ト
ル
普
及
に
向
け
た
実
証
実

験
を
始
め
て
い
る
。
京
都
大
学
の

学
生
ら
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
マ

イ
ボ
ト
ル
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減
の
有
力
な
手

段
と
な
る
と
し
て
、
マ
イ
ボ
ト
ル

利
用
推
進
の
実
証
実
験
を
行
う
こ

と
に
し
た
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
で

計
画
は
遅
れ
、
京
都
大
学
キ
ャ
ン

〇
年
ま
で
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
流
出
量

を
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
に
分
け
て
予
測
し

た
。
何
も
手
を
打
た
な
い
と
い
う
シ
ナ
リ

オ
で
は
、
二
〇
三
〇
年
に
九
〇
〇
〇
万
㌧

に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
消
費
量
を
国
の
所
得
水
準
に

合
わ
せ
て
、
高
所
得
国
で
マ
イ
ナ
ス
一

〇
％
、
中
所
得
国
で
マ
イ
ナ
ス
五
％
な
ど

と
す
る
対
策
を
と
っ
た
場
合
、
最
大
で
五

三
三
〇
万
㌧
と
な
る
。
さ
ら
に
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
消
費
量
を
高
所
得
国
で
マ
イ
ナ
ス

四
〇
％
、中
所
得
国
で
マ
イ
ナ
ス
三
五
％
、

低
所
得
国
で
マ
イ
ナ
ス
二
五
％
な
ど
と
す

る
、
よ
り
厳
し
い
対
策
を
と
っ
た
場
合
、

最
大
で
一
二
〇
〇
万
㌧
に
な
る
と
推
計
し

た
。
研
究
者
ら
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
流
出

量
を
大
き
く
削
減
す
る
に
は
、
迅
速
な
社

会
改
革
が
必
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
研
究
か
ら
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
汚
染
防
止
は
待
っ
た
な
し
の
問
題

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
か
の
多
く
の

研
究
も
示
す
よ
う
に
、
汚
染
を
抑
え
る
に

は
ま
ず
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
を
減
ら

す
こ
と
が
必
要
だ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の
取
り
組
み
は
市

民
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
京
都
大
学
の
浅
利
美

鈴
・
准
教
授
の
研
究
室
に
所
属
す
る
学
生

ら
と
企
業
の
社
員
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
数

多
く
利
用
・
廃
棄
さ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
削
減
す
る
た
め
、
京
都
大
学
キ
ャ

パ
ス
で
は
二
〇
二
一
年
一
月
か
ら
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
静
岡
県
の
リ
コ
ー
御
殿
場
事
業
所
で

は
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
（
使
用
量
が
わ
か
る
水
量
計
付

き
）
五
台
を
置
き
、
利
用
が
始
ま
っ
て
い

る
（
写
真
―
２
）。

マ
イ
ボ
ト
ル
利
用
の
ほ
か
に
も
市
民
レ

ベ
ル
で
無
理
な
く
で
き
る
こ
と
は
あ
る
。

で
き
る
だ
け
ア
ル
ミ
缶
の
飲
み
物
を
選

ぶ
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
フ
ォ
ー
ク
や
ナ

イ
フ
、
ス
プ
ー
ン
と
い
っ
た
カ
ト
ラ
リ
ー

は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、「
マ
イ
カ
ト
ラ

リ
ー
」
を
持
参
す
る
。
食
品
を
ラ
ッ
プ
で

包
ま
ず
、
ガ
ラ
ス
容
器
に
保
存
す
る
。
タ

イ
ヤ
か
ら
の
摩
擦
片
を
減
ら
す
た
め
、
自

家
用
車
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
、
代
わ
り

に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
。
こ
れ
以

外
に
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
使
わ
ず
、
万
年
筆
や
鉛
筆
を
使
う
な

写真−2 リコー御殿場事業所に
設置されたウォーターサーバー

（リコーの濱野敏寛氏提供）
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い
。国

際
協
力
と
い
う
側
面
で
見
る
と
、
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
枠
組
み
が
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
傘
下
の
国
連
環
境
総
会（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
４
）

は
二
〇
一
九
年
三
月
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
に
関
し
て
、
科
学
的
・
技
術
的
知

見
の
各
国
の
協
力
・
連
携
の
強
化
を
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
に
求
め
た
。
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト

（
二
〇
一
九
年
六
月
）
で
も
、
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
追
加

的
な
汚
染
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す

と
し
た
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
具
体
的
な
対

策
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
研
究
は
ま
だ
途

上
に
あ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

抑
制
の
対
策
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
し

か
し
、
増
え
続
け
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
抑
制
す
る
に
は
、
日
本
な
ど
の
先

進
国
で
、
基
礎
的
な
研
究
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
削
減
、
再
利
用
、
再
生
利
用
な
ど
を
進

め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。そ
れ
と
同
時
に
、

国
際
的
な
枠
組
み
を
確
立
し
、
先
進
国
と

発
展
途
上
国
が
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

に
つ
い
て
十
分
話
し
合
い
、
先
進
国
が
財

政
的
、
技
術
的
な
支
援
な
ど
を
行
い
、
発

展
途
上
国
の
ご
み
処
理
場
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
後
押
し
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。地
球
は
、私
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

未
来
の
世
代
の
も
の
で
も
あ
る
。

球
規
模
の
環
境
問
題
と
同
じ
よ
う
に
、
二

つ
の
枠
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。
国
家
間
の

合
意
で
法
的
拘
束
力
を
持
つ
条
約
と
、
条

約
に
よ
ら
な
い
国
際
協
力
の
枠
組
み
だ
。

海
洋
ご
み
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
関

わ
る
条
約
に
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
（
一

九
八
二
年
）と
ロ
ン
ド
ン
条
約
議
定
書（
一

九
九
六
年
）、
バ
ー
ゼ
ル
条
約
（
一
九
八

九
年
）
が
あ
る
（
表
―
２
）。
国
連
海
洋

法
条
約
は
、
海
洋
環
境
保
護
に
つ
い
て
の

一
般
的
義
務
を
定
め
て
い
る
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
規
制
は
な
い
。
ロ
ン
ド
ン

条
約
議
定
書
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
規

制
対
象
と
す
る
。
し
か
し
、
海
へ
の
故
意

の
ご
み
投
棄
を
規
制
し
て
い
る
が
、
陸
か

発
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
支
援
す
る
た
め
の
補

助
金
や
法
人
税
の
軽
減
措
置
な
ど
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
企
業
に
与
え
る
政
策
を
検

討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

大
き
な
視
座
で
み
る
と
、
欧
米
や
日
本

な
ど
の
先
進
国
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

の
ご
み
の
大
部
分
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
が
、
発
展
途
上
国
で
は
、
廃
棄
物
管

理
の
イ
ン
フ
ラ
（
社
会
基
盤
）
整
備
が
不

十
分
で
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
廃

棄
物
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
先

進
国
と
発
展
途
上
国
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
問
題
を
め
ぐ
る
状
況
は
異
な
る
。
当

然
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
へ
の
対
応
の
仕

方
も
違
っ
て
く
る
。
先
進
国
で
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
が
優
先
だ
ろ
う
し
、

発
展
途
上
国
で
は
ご
み
処
理
場
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
急
が
れ
る
。

大
き
な
汚
染
源
と
な
っ
て
い
る
発
展
途

上
国
が
、
ご
み
を
適
正
管
理
で
き
な
い
限

り
、
汚
染
は
十
分
に
抑
制
で
き
な
い
。
財

政
が
厳
し
く
、
技
術
力
も
乏
し
い
国
が
多

い
発
展
途
上
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
は
、
国
際
的
な
取
り
組
み
で
行
う
必

要
が
あ
ろ
う
。
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

汚
染
防
止
に
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
地

国
内
外
で
研
究
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
す

で
に
商
品
化
さ
れ
た
製
品
も
あ
る
が
、
高

温
・
多
湿
の
コ
ン
ポ
ス
ト
装
置
を
使
わ
な

い
と
分
解
し
な
い
な
ど
の
課
題
が
少
な
く

な
い
。“
弱
点
”
を
解
消
す
る
研
究
開
発

が
進
ん
で
い
る
が
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
は
、「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
海
洋
ご
み
」
と
い
う
報
告
書
（
二
〇

一
五
年
）
で
、「
生
分
解
」
と
さ
れ
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
海
で
は
す
ぐ
に
は
分

解
せ
ず
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
生

み
出
し
、
環
境
に
好
ま
し
く
な
い
影
響
を

与
え
る
と
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
の
人
は
「
生
分
解
性
」
と
い

う
ラ
ベ
ル
が
あ
る
と
ポ
イ
捨
て
す
る
可
能

性
が
高
ま
る
と
の
懸
念
を
示
し
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
製
造
・
販
売
す
る
企

業
に
と
っ
て
は
、
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
代
替
品
の
開
発
に
多
額
の
費
用

が
か
か
る
上
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
回
収
、
分

別
、
再
利
用
、
再
生
利
用
と
い
っ
た
複
雑

な
工
程
に
も
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
。
企

業
に
と
っ
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
は

負
担
が
大
き
い
わ
り
に
メ
リ
ッ
ト
は
少
な

い
。
国
や
地
方
自
治
体
は
、
社
会
シ
ス
テ

ム
を
変
革
す
る
一
環
と
し
て
、
代
替
品
開

ら
海
へ
の
ご
み
の

流
れ
込
み
の
規
制

は
な
い
。
バ
ー
ゼ

ル
条
約
は
、「
汚

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
」
の
輸
出

入
を
規
制
し
て
い

る
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
環

境
中
へ
の
排
出
は

規
制
し
て
い
な

い
。
法
的
拘
束
力

を
も
っ
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
汚
染

を
抑
え
る
こ
と
は

現
状
で
は
で
き
な

適
正
管
理
が
不
十
分
な
発
展
途
上
国

国
際
協
力
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
後
押
し

表－2  プラスチックごみに関わる条約

規制規定なし

プラスチックごみの意図的投機

「汚れたプラスチックごみ」の輸出入

規  　制  　内　  容条　　  約

ロンドン条約議定書

バーゼル条約

国連海洋法条約


